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第13回　自然災害科学シンポジウムの講演募集

会期：1976年10月26日（火）～27日（水）

会場：京都大学防災研究所

締　切：講演論文　1976年7月31日（土）

　　　　論文原稿　1976年8月28日（土）

申込先：〒6i1宇治市五ケ庄京都大学防災研究所

　　　中島暢太郎（Te1．0774－32－3111内590）

　（注）原稿用紙の請求および照会は申込先に同じ．

昭和51年度日本気象学会秋季大会の告示
　　　　　　　　（東京管区気象研究会と合同）

1．期日：10月21日（木）～23日（土）

2．会　場：愛知県産業貿易舘（名古屋市中区丸の内3

　　　　　丁目1番6号）

3．研究発表

1）講演申込・予稿原稿の〆切：8月31日（火）一必着一

2）申込先：東京都千代田区大手町1－3－4気象庁

　　　　　　長期予報課内　講演企画委員会

3）様式：本号挿入の申込み用紙に記入・予稿原稿を

　　　　　添えて申込むこと．原稿用紙は本紙挿入の

　　　　　ものを使用すること．詳細は本号48頁の講

　　　　　演予稿集原稿の書き方をご覧ください．

4）講演時間1討論を含め15分以内一厳守一

4．シンポジウム

　「地形と豪雨」について
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講演申込み・予稿集提出方法について

　昭和51年度春季大会から講演申込み・予稿集提出の

方法が変わりました．

　従来，講演申し込みと講演予稿集原稿の提出は〆切

り日が別になっておりましたが，諸般の事情にょり，

春期大会からは講演申込みと同時に予稿集原稿を提出

していただいております．いろいろご意見もあろうか

と存じますが，よろしくご協力願います．

　　　　　　　　　　　　　　　講演企画委員会
；占・・尋・・㌦・’・甲“””・“・の・“・・““㌦も昌“““・“㌦・“一阜』・・“甲・’・・“”‘・・“・・車・・“h噛い‘～・””・・電”・・■’卍’‘・い・’・“”奮∂．“．、事・幽…．““鯛．・・．．“．噛㍉．・・．．軸、由．“、，㍉．“，1動．も・’一”．．’．．”．塵・．1”．，・，層”’‘り，由，・・．山．“，～・．一“．．“．1・，一“．噛“．、

講演用スライドの作成について

　スライド（35mmマウント）は見る人の立場を考慮して鮮明に作製してください．表や数式の

スラィドは行数が多いと，離れて見る人々は判読できませんから，1枚のスラィドに収める行数を

7行程度（最高10行）にとどめるように留意してください．図のスライドも離れて見てじゅうぶん

に理解できるよう，とくに文字の大きさに留意して作製してください．ズライドの枚数は講演時間

の制限（15分間）を勘案して枚数をお決め下さい．。スラィドの標準枚数は6～8枚です．スライド

のマウントには番号をつけ，上下を揃えて分るようにして当日会場で担当者に提出してください．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演企画委員会
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講演予稿集原稿の書き方

　講演予稿集は，オフセット印刷により，著者の原稿をそのまま写真にとって原版とし，B5版に

縮刷します．講演を申込む会員各位は，本紙挿入の予稿用紙に，下記の要領で原稿を作成の上，講

演申込み用紙とともに期限内にお送り下さい．　　　　　　　　　　　　’

1．原稿用紙必ず本紙挿入の用紙を使用すること．

　　　　　　　　　図面を含めて1件1頁（用紙は2枚差上げますが1枚は予備です）．

2．文字の色必ず墨または黒色のインクで書くこと．タイプの場合も濃い黒色のこと．

3．配　　置表題：第1頁用紙第1行に書く（長ければ第2行も使う．第1行で済めば第2

　　　　　　　　　行目はあけておく）．著者および勤務先：第3行に書く　（著者が多ければ第4

　　　　　　　　　行も使う）．第3行で済めば第4行目はあけておく．勤務先にはカッコをつけ

　　　　　　　　　る．

　　　　　　　　　本文：第5行目（必要な場合は順次繰下げる）左半から書き始め右半におよぶ

　　　　　　　　　ように書く．

4．文字の大きさ　表題：用紙のコマいっばいに書く．なお，表題は申込書に書いたものと同じで

　　　　　　　　　あること．

　　　　　　　　　著者および勤務先：このコマは本文と同一であるが，著者名は，コマをはみ出

　　　　　　　　　る程度．勤務先はコマいっばいに書く．

　　　　　　　　　本文：なるべく大きく書く，ただし，かなは漢字よりすこし小さく書いた方が

　　　　　　　　　よい．

5．図および表　用紙の枠内の任意の箇所に墨または黒色インクで直接書くか，白紙または青色

　　の送付注意　方眼紙（青色以外は不可）に墨または黒色インキで書いて内に貼りつける（全

　　　　　　　　　面にのりをつけないこと．ただし，23行目と24行目との問の折り目に貼りつけ

　　　　　　　　　てはいけない．また枠外に貼りつけたり書いたりした場合はその部分は印刷で

　　　　　　　　　きないから注意すること．階調のある写真はうまく出ないので入れないこと．

　　　　　　　　　中央の折り目の線に沿って二つ折りにして返送すること，その他の部分を折っ

　　　　　　　　　てはいけない．また，しわにならないように注意すること．

6．送付期限昭和51年8月31日必着
7．送　　付　　先　〒100　東京都千代田区大手町1丁目3番4号

　　　　　　　　　　気象庁　長期予報課内講演企画委員会
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